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〔
お
断
り
〕

　

初
出
で
あ
る
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」（「
人
文
学
会
雑
誌
」
第
三
十
八
巻
第
三
号
、
平
成
十
九
年
一
月
）
で
は
紙
数

の
関
係
で
極
め
て
簡
単
な
解
題
を
附
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
今
改
め
る
。
今
年
十
月
出
版
予
定
の
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
─
─
ド
イ
ツ
人
の

民
話
』（
国
書
刊
行
会
。
武
蔵
大
学
研
究
出
版
助
成
対
象
）
所
載
の
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
に
は
、
前
者
の
解
題
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
を
収

録
す
る
。

　

解
題　
　

　
　
　
〔
一
〕

　

近レ
ヴ
ァ
ン
ト東
関
係
の
参
考
文
献
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者
フ
レ
ー
ド
リ
ク
・
ハ
ッ
セ
ル
ク
ヴ
ィ
ス
ト
の
旅
行
記
〔
訳
注
参
照
〕
の

他
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
学
者
・
旅
行
家
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ッ
ト
ン
・
ド
・
ト
ゥ
ル
ヌ
フ
ォ
ー
ル
（
一
六
五
八
─
一
七
〇
八
）
の
『
王
命
に

よ
り
行
わ
れ
た
近レ
ヴ
ァ
ン
ト東
旅
行
見
聞
録
』（

（
（

（
一
七
一
七
）
も
用
い
ら
れ
た
か
。
こ
れ
は
一
七
七
六
年
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。〔
ド
・
〕
ト

　
　
　
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
解
題

　

鈴　

木　
　
　

滿
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ゥ
ル
ヌ
フ
ォ
ー
ル
に
つ
い
て
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
「
奪
わ
れ
た
面ヴ
ェ
ー
ル紗
」
の
原
注
で
言
及
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
こ
の
物
語
の
素
材
に
用
い
た
の
は
、
彼
の
故
郷
で
あ
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
言
い
伝
え
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
ば
か

り
か
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
人
に
知
ら
れ
て
お
り
、
中
世
以
降
数
数
の
小
説
・
戯
曲
に
編
ま
れ
て
い
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
冒ア
ヴ
ァ
ン
テ
ュ
ー
ル

険
譚
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
名
高
い
聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
に
纏
わ
る
、
こ
れ
ま
た
西
欧
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
伝
説
、
そ
れ
か
ら
ザ
ク
セ
ン
公
ハ

イ
ン
リ
ヒ
獅デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
を
主
題
に
し
た
民フ
ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
と（

（
（

い
っ
た
あ
ん
ば
い
。

　

第
二
、
第
三
の
素
材
に
つ
い
て
は
本
文
と
訳
注
で
述
べ
尽
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
煩
瑣
な
繰
り
返
し
を
慎
む
。

　
　
　
〔
二
〕

　

こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
の
伝
説
』（
一
八
一
六
／
一
八
。
二
巻
） 

五
八
一
番
「
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
」（

（
（

の
訳（

（
（

で
あ
る
。

　
　
「
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
」

　
　

   

サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
の
物
語
』（

（
（

第
一
巻
。
五
章
。

　
　

   

パ
ウ
リ
・
ヨ
ヴ
ィ
イ
（
ゲ
ッ
ツ
ェ
）『
し
ゅ
ゔ
ぁ
る
つ
ぶ
る
く
年
代
記
』（

（
（

　
　

   

テ
ン
ツ
ェ
ル
『
月
例
報
告
』（

（
（

一
六
九
六
年
。
五
九
九
─
六
二
〇
ペ
ー
ジ
。

　

 　

  

メ
リ
サ
ン
テ
ス
『
山
城
』（

（
（

二
〇
─
三
一
ペ
ー
ジ
。

　

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
一
二
二
七
年
不
信
の
輩や
か
ら

と
の
戦
に
出
征
し
た
が
、
捕
わ
れ
て
奴
隷
に
落
と
さ
れ
た
。
身
分
を

隠
し
て
い
た
の
で
、
彼
は
他
の
奴
隷
同
様
極
め
て
過
酷
な
労
働
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
遂
に
何
事
に
ま
れ
彼
が
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特
別
巧
み
で
、
身
ご
な
し
が
優
美
だ
っ
た
の
で
、
王
ス
ル
タ
ン

の（
（
（

麗
し
い
息
女
の
目
に
触
れ
た
。
そ
こ
で
姫
の
心
は
恋
に
燃
え
立
っ
た
。
と
も
に

虜と
り
こ囚
と
な
っ
て
い
た
伯
爵
の
従
者
か
ら
そ
の
身
分
を
聞
き
知
っ
た
彼
女
は
、
何
年
も
の
間
彼
と
親
し
く
交
わ
っ
た
あ
と
、
も
し
自
分
と
結

婚
し
よ
う
と
い
う
な
ら
、
彼
を
自
由
に
し
、
莫
大
な
宝
物
を
与
え
よ
う
、
と
約
束
し
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
爵
は
故
郷
に
奥
方
と
二
人
の

子
ど
も
を
残
し
て
い
た
。
し
か
し
自
由
へ
の
渇
望
が
勝
利
を
占
め
、
彼
は
教
皇
と
今
の
妻
の
承
認
を
な
ん
と
か
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
思

い
、
姫
の
申
し
出
を
全
て
受
諾
し
た
。
そ
の
後
彼
ら
は
無
事
に
逃
亡
を
果
た
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
地
に
辿
り
着
い
た
。
そ
し
て
教
皇
は
、

麗
し
い
異
教
徒
の
女
性
が
洗
礼
を
受
け
た
の
で
、
結
婚
の
請
願
を
聴
き
入
れ
た
。
両
人
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
向
か
い
、
そ
こ
に

一
二
四
九
年
に
到
着
し
た
。
二
人
の
妻
た
ち
が
初
め
て
出
逢
っ
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
近
郊
の
場
所
は
喜フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル

び
の
谷
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
傍
に

は
未
だ
に
こ
の
名
の
館
が
あ
る
。
更
に
未
だ
に
丸
屋
根
の
天
蓋
の
付
い
た
三
人
が
眠
れ
る
緑
色
に
塗
ら
れ
た
寝
台
が
見
ら
れ
る
し
、
ト
ン

ナ
城（

（（
（

に
は
か
の
サ
ラ
セ
ン
女
性
の
ト
ル
コ（

（（
（

の
巻タ
ー
バ
ン

頭
巾
と
黄
金
の
十
字
架
が
あ
る
。
彼
女
が
舗
石
を
敷
か
せ
た
城
郭
へ
の
路
は
今
日
に
至
る

ま
で
トテ
ュ
ル
ケ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

ル
コ
人
路
と
言
わ
れ
て
い
る
。
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク（

（（
（

の
城
代
一
家
は
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
郊
の
城
郭
で
あ
る
フ
ァ
レ
ン
ロ
ー
デ（

（（
（

に
こ
の
物
語

が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
古
い
綴タ
ピ
ス
ト
リ

れ
織
り
を
所
有
し
て
い
る
。
エ
ア
フ
ル
ト
の
ペペ
ー
タ
ー
ス
ベ
ル
ク

テ
ロ
の
御
山
に
こ
の
三
人
の
夫
妻
が
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、

彼
ら
の
肖
像
が
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
（
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
著
す
『
ノ
ル
ド
ガ
ウ
ィ
エ
ン
ス
＊
＊
年
代
記
』
に
版
画
が
見
ら
れ

る（
（（
（

）。

　
　
　
〔
三
〕

　

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
伝
説
の
発
祥
に
つ
い
て
い
く
ら
か
解
説（

（（
（

す
る
。

　

一
四
五
〇
年
に
成
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
韻
文
物ロ
マ
ン語
『
ジ
リ
ヨ
ン
・
ド
・
ト
ラ
ゼ
ニ
』（

（（
（

は
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伝
説
に
か
な
り
似
て
い
る
。

　

ジ
リ
ヨ
ン
は
聖
地
か
ら
の
帰
途
囚と
ら

わ
れ
の
身
と
な
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
グ
ラ
シ
エ
ン
ヌ（

（（
（

は
彼
を
牢
獄
か
ら
解
き
放
ち
、
父
王
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の
宮
廷
で
高
位
に
就
け
て
や
る
。
ジ
リ
ヨ
ン
は
奥
方
マ
リ（

（（
（

に
貞
節
を
守
っ
て
い
た
が
、
妻
が
死
ん
だ
、
と
の
誤
報
を
受
け
て
王
女
と
結
婚

す
る
。
彼
を
救
お
う
と
旅
に
出
た
息
子
た
ち
か
ら
彼
は
真
実
を
聞
き
知
る
。
サ
ラ
セ
ン
女
性
は
、
自
分
は
ジ
リ
ヨ
ン
と
離
婚
す
る
つ
も
り

は
な
い
が
、
最
初
の
妻
の
端は
し
た

女め

に
な
ろ
う
、
と
言
う
。
こ
れ
に
感
動
し
た
奥
方
は
夫
を
諦
め
、
妻
た
ち
は
二
人
な
が
ら
修
道
院
に
入
る
。

伯
爵
は
最
初
彼
女
た
ち
の
例
に
倣
う
が
、
や
が
て
、
戦
に
巻
き
込
ま
れ
た
王
ス
ル
タ
ン

の
救
援
に
赴
き
、
異
国
で
殪た
お

れ
る
。
彼
の
心
臓
は
二
人
の

妻
の
間
に
埋
葬
さ
れ
る
。

　

作
者
は
ル
・
エ
ー
ノ
ー
の
橄オ
リ
ー
ヴ欖
修
道
院（

（（
（

に
あ
る
墓
碑
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伝
説
の
前
身
と
は
断
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
感
傷
的
で
暗
い
が
、
後
者
は
楽
天
的
で
明
る

い
。
む
し
ろ
、
後
者
の
方
が
古
い
、
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
ド
イ
ツ
の
物
語
が
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
大
聖
堂
に
あ
る
奇

妙
な
墓
碑
に
影
響
さ
れ
て
、
独
自
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
山
地
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
は
何
も
無
い
。
あ
の
墓
碑
は
多
分
二

度
（
し
か
し
同
時
に
で
は
な
く
）
結
婚
し
た
伯
爵
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
世
そ
の
解
釈
に
空
想
が
尾
鰭
を
付
け
て
ま
こ
と
し
や
か
な
物
語

を
作
り
出
し
、
そ
れ
が
民
衆
の
間
に
広
ま
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
。

　

な
お
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
王
女
メ
ラ
ッ
サ（

（（
（

が
ボ
ヘ
ム
ン
ト（

（（
（

と
い
う
名
の
虜
囚
の
命
を
救
い
、
自
由
に
し
た
、
と
の
中
世
の
史
家
た
ち
が

記
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
伝
説
に
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
。

　

ヘ
ッ
セ
ン
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
寛
容
方
伯（

（（
（

が
、
彼
と
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
ル（

（（
（

と
の
結
婚
を
承
認
す
る
よ
う
ル
タ
ー（

（（
（

と
メ

ラ
ン
ヒ
ト
ン（

（（
（

に
勧
め
た
、
と
さ
れ
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ツ
ァ
ー（

（（
（

に
発
し
た
訓
令
（
一
五
三
九
）
は
、
十
六
世
紀
の
最
初
の
四
半
期
に
既
に

こ
の
伝
説
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
伝
説
が
ジ
リ
ヨ
ン
・
ド
・
ト
ラ
ゼ
ニ
の
伝
説
に
依
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
た
め
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
関
係
箇
所
は
こ
う
で
あ
る
。「
ま
た
、
殿
下
が
こ
れ
に
と
り
わ
け
重
き
を
お
か
る
る
に
は
あ
ら
ざ

れ
ど
も
、
聖
墓
に
赴
き
、
奥
方
死
せ
り
、
と
聞
き
知
り
て
、
か
る
が
ゆ
え
に
別
の
女
性
を
娶
り
た
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
な
る
人
物
に
、
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二
人
を
傍
ら
に
留
む
る
も
差
し
支
え
な
し
、
と
教
皇
自
身
認
可
し
た
り
し
ぞ（

（（
（

」。

　

か
く
し
て
こ
の
頃
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
数
多
く
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
伝
説
が
記
さ
れ
る
。
伯
爵
の
名
は
し
ば
し
ば
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
だ
が
、
エ
ル
ン
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
侵
攻
が
恐
怖
の
的
だ
っ
た
時
代
な
の

で
、
伯
爵
が
十
字
軍
に
参
加
し
て
聖
地
に
赴
く
の
で
は
な
く
、
対
ト
ル
コ
戦
に
出
征
す
る
と
い
う
設
定
も
あ
る
。

　
　
　
〔
四
〕

　

十
六
～
十
七
世
紀
に
は
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
伝
説
を
素
材
と
し
た
戯
曲
が
少
な
か
ら
ず
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
言
及
す
る
の
は
ひ
と

ま
ず
措お

き
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
半
ば
の
時
代
に
お
け
る
創
作
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
文
学
的
価
値
に
は
触
れ
な
い
。

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
ヴ
ァ
ル
ダ
ウ
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
あ
る
マ
ホ
メ
ッ

ト
教
徒
の
女
性
と
の
恋
』（

（（
（

は
書
簡
体
叙
事
詩
の
一
つ
と
し
て
一
六
七
九
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ（

（（
（

と
ブ
レ
ス
ラ
ウ（

（（
（

で
出
版
さ
れ
た
。

　

十
七
世
紀
末
出
版
の
、
ル
・
ノ
ー
ブ
ル
氏
ム
ッ
シ
ュ
ウ

な（
（（
（

る
人
物
が
著
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
『
ズ
リ
ー
マ
あ
る
い
は
純
愛
。
歴
史
小
説
』（

（（
（

は
、

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伝
説
の
翻
案
と
で
も
言
う
べ
き
作
品
で
あ
る
。
著
者
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
公（

（（
（

の
流
れ
を
引
く
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
家
の
文も
ん
じ
ょ書
に
題
材
を
借
り
た
、
と
の
こ
と
。
こ
の
君
侯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト（

（（
（

は
王
ス
ル
タ
ン

ノ
ラ
デ

ィ
ン（

（（
（

に
対
す
る
戦
役
に
出
征
、
ヨ
ッ
パ（

（（
（

の
会
戦
で
捕
虜
と
な
り
、
王
ス
ル
タ
ン

の
寵
臣
ム
ス
タ
フ
ァ（

（（
（

に
奴
隷
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
命
運
を
と
も

に
し
た
小
姓
エ
ヴ
ァ
リ
ス
ト（

（（
（

は
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
ズ
リ
ー
マ
に
主
君
の
身
分
を
明
か
す
。
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
は
勿
論
既
婚
者
で
、
奥
方
の
レ
オ

ノ
ー
レ（

（（
（

は
彼
に
随
い
て
十
字
軍
に
参
加
し
た
の
だ
が
、
船
の
難
破
で
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
は
妻
が
亡
く
な
っ
た

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ズ
リ
ー
マ
の
求
愛
を
毅
然
と
し
て
退
け
る
。
こ
の
行
為
は
報
わ
れ
る
。
彼
は
や
が
て
、
レ
オ
ノ
ー

レ
が
ズ
リ
ー
マ
の
友
フ
ェ
デ
ィ
メ（

（（
（

の
女
奴
隷
と
な
っ
て
い
る
の
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
ノ
ラ
デ
ィ
ン
は
息
女
を
ム
ス
タ
フ
ァ
と
結
婚
さ
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せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
ズ
リ
ー
マ
は
ム
ス
タ
フ
ァ
を
愛
し
て
い
な
い
の
で
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
公
夫
妻
と
と
も
に
船
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
脱
出
す
る
。
ム
ス
タ
フ
ァ
は
フ
ェ
デ
ィ
メ
と
結
婚
、
ズ
リ
ー
マ
を
失
っ
た
こ
と
の
慰
め
と
す
る
。
ズ
リ
ー
マ
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
、

エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
の
友
と
し
て
そ
の
所
領
に
随
い
て
行
く
。
レ
オ
ノ
ー
レ
が
ほ
ど
な
く
死
ぬ
と
、
彼
女
が
こ
れ
に
代
わ
る
。

　

著
者
は
ど
う
い
う
人
物
か
不
明
だ
が
、
一
七
二
五
年
初
版
、
一
七
三
〇
年
再
版
、
改
訂
の
無
い
三
版
が
一
七
四
四
年
に
出
た
物
語
が
あ

る
。
そ
の
扉
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
通
り
。「
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
珍
奇
な
る
冒ア
ヴ
ァ
ン
テ
ュ
ー
ル

険
譚
。
同
人
が
約
束
の
地

〔
カ
ナ
ン
〕
へ
の
十
字
軍
に
加
わ
り
、
サ
ラ
セ
ン
人
の
手
に
落
ち
て
虜と
り
こ囚
と
な
り
、
サ
ラ
セ
ン
女
性
の
助
け
に
て
捕
わ
れ
の
身
か
ら
解
放

さ
れ
、
再
び
ド
イ
ツ
な
る
元
の
妻
の
許
に
帰
り
つ
き
、
世
を
終
わ
る
ま
で
二
人
の
妻
と
添
い
遂
げ
し
次
第
。
典
雅
に
し
て
教
訓
に
満
ち
た

る
物
語
に
書
き
上
げ
た
る
は
ウ
ェ
ル
ラ
ミ
ウ
ス
。
版
元
カ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ル
デ
ン
。
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク（

（（
（

、
一
七
三
〇
年（

（（
（

」。

　

一
七
六
九
年
ハ
ン
ブ
ル
ク（

（（
（

と
ブ
レ
ー
メ
ン（

（（
（

で
出
版
さ
れ
た
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
『
民ロ
マ
ン
ツ
ェ
ン

謡
調
譚
詩
』（

（（
（

の
中
に
「
十

字
軍
遠
征
の
最
中
サ
ラ
セ
ン
人
に
捕
わ
れ
、
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
に
よ
っ
て
自
由
の
身
と
さ
れ
し
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
の
真
実
の

物
語
。
な
ら
び
に
恋
に
燃
え
た
る
か
か
る
釈
放
の
理
由（

（（
（

」
と
題
さ
れ
た
詩
が
あ
る
。
こ
れ
は
滑
稽
な
民ロ

マ

ン

ツ

ェ

謡
調
譚
詩
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
〔
四
〕

　

ム
ゼ
ー
ウ
ス
と
同
時
代
の
文
学
作
品
で
、
こ
の
伝
説
を
作
者
が
用
い
て
い
る
も
の
に
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ

ー
テ（

（（
（

の
戯
曲
『
シ
ュ
テ
ラ
』
五
幕
が
あ
る
。
こ
れ
は
軍
人
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
貞
淑
な
チ
ェ
チ
ー
リ
エ
と
結
婚
、
娘
ル
ー
チ
ェ
を
も
う
け
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
て
失
踪
。
そ
の
後
あ
ど
け
な
い
乙
女
シ
ュ
テ
ラ
と
も
同
棲
し
た
挙
句
、
同

じ
理
由
か
ら
か
、
あ
る
い
は
捨
て
た
妻
子
と
再
会
し
よ
う
と
し
て
か
、
な
ん
と
も
わ
け
の
分
か
ら
ぬ
状
況
で
再
び
出
奔
。
数
年
経
っ
て
孤

閨
を
守
っ
て
い
る
シ
ュ
テ
ラ
の
邸
へ
戻
っ
て
来
た
と
こ
ろ
を
、
人
に
騙
さ
れ
て
財
産
を
失
い
、
シ
ュ
テ
ラ
の
許
で
奉
公
す
る
こ
と
に
な
っ
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た
娘
ル
ー
チ
ェ
を
と
も
な
い
、
こ
の
地
へ
や
っ
て
来
た
チ
ェ
チ
ー
リ
エ
に
遭
遇
す
る
物
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伝
説
が
は
っ
き
り
引
用
さ

れ
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
を
説
得
す
る
チ
ェ
チ
ー
リ
エ
の
情
熱
溢
れ
る
科
白
と
い
う
形
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
一
七
七
六
年
の
初
稿
に
お
い

て
の
み
。
そ
の
表
題
も
『
シ
ュ
テ
ラ
、
愛
す
る
人
た
ち
の
た
め
の
戯
曲
』（

（（
（

と
な
っ
て
い
た
。
愛
す
る
二
人
の
女
性
の
間
に
挟
ま
れ
苦
悩
す

る
男
性
が
、
こ
こ
で
は
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
同
様
幸
せ
な
大
団
円
を
迎
え
る
こ
と
を
示
唆
し
て
幕
が
降
り
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
結
末

は
倫
理
的
立
場
か
ら
批
難
を
浴
び
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
上
演
を
禁
じ
ら
れ
た
ほ
ど
。
だ
が
、
倫
理
う
ん
ぬ
ん
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
男

を
常
に
駆
り
立
て
て
止
ま
ぬ
魔デ
モ
ー
ニ
シ
ュ

的
な
力
を
本
来
の
主
題
と
し
て
い
る
こ
の
戯
曲
に
あ
っ
て
は
、
両
手
に
花
の
二
人
妻
と
い
う
解
決
は
安
易

な
妥
協
、
一
時
の
安
心
の
約
束
に
過
ぎ
ず
、
な
ん
と
も
奇
妙
な
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
れ
で
は
、
そ
う
で
な
く
と
も
誠
実
一
筋
の
グ
ラ

イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
と
は
懸
け
離
れ
た
性
格
の
主
人
公
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
、
ひ
た
む
き
な
女
心
を
弄
ぶ
低
劣
な
悪
党
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
従
っ
て
ゲ
ー
テ
は
一
八
〇
六
年
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
の
上
演
に
際
し
て
、
伝
説
の
使
用
は
完
全
に
取
り
止
め
、
主
人
公
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
を

自
殺
さ
せ
、
更
に
一
八
一
六
年
の
改
訂
で
は
、
二
人
の
女
性
の
片
方
、
若
い
シ
ュ
テ
ラ
が
毒
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。
も
っ
と
も
そ
う
変
え

た
と
こ
ろ
で
到
底
納
得
の
行
く
解
決
と
は
申
せ
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
こ
の
市
民
悲
劇（

（（
（

は
失
敗
作
だ
っ
た
。

　

と
は
申
せ
、
一
七
七
六
年
に
は
既
に
、
詩
（
た
と
え
ば
「
ゼ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
詩
」）
で
も
、
小
説
（
た
と
え
ば
『
若
き
ヴ
ェ
ル
タ
ー

の
悩
み
』）
で
も
、
戯
曲
（
た
と
え
ば
『
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
』『
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
』）
で
も
伝
統
の
革
新
者
と
し
て
、

青
年
た
ち
の
叫
び
の
代
弁
者
と
し
て
文
学
界
に
そ
の
存
在
を
確
立
し
て
い
た
ゲ
ー
テ
が
、
そ
の
戯
曲
に
登
場
さ
せ
た
た
め
に
、
グ
ラ
イ
ヒ

ェ
ン
伯
爵
の
伝
説
は
再
び
照
明
を
当
て
ら
れ
た
。

　

ま
ず
同
年
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
を
主
人
公
と
す
る
民フ
ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
が
新
た
に
出
版
さ
れ
た（

（（
（

、
と
い
う
。

　

戯
曲
家
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
ー
ン（

（（
（

は
歌
劇
と
銘
打
っ
て
『
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』（

（（
（

な
る
芝
居
を
物
し
た
。
粗
筋
は
ざ
っ
と

か
く
の
ご
と
し
。
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引
き
揚
げ
て
行
く
ト
ル
コ
軍
の
勝か
ち
ど
き鬨
で
幕
が
開
く
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
伯
爵
が
虜
囚
と
し
て
トス

ル

タ

ル
コ
皇
帝ン

の
前
に
。
彼
は
自
ら
の
素
性

を
明
か
さ
ず
、
戦
が
始
ま
る
前
は
農
夫
だ
っ
た
、
と
言
い
張
り
、
奴
隷
と
さ
れ
る
。
奴
隷
名
は
ザ
ー
デ（

（（
（

。
庭
で
宰
グ
ロ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ジ
ー
ル
相
の（

（（
（

息
女
ズ
リ

ー
マ（

（（
（

と
そ
の
女
奴
隷
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ（

（（
（

が
ザ
ー
デ
を
見
て
、
気
に
入
る
。
突
然
奴
隷
た
ち
の
叛
乱
が
起
き
る
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
急
い
で

奴
隷
監
督
を
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
間
に
合
わ
な
い
。
彼
は
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
に
、
倒
れ
た
監
督
の
剣
を
手
に
取
っ
て
闘
う
が
、
結

局
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
現
場
に
駆
け
つ
け
た
宰
グ
ロ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ジ
ー
ル
相
は
彼
を
、
監
督
の
殺
害
者
で
叛
乱
の
一
味
徒
党
だ
、
と
思
い
込
み
、

塔
に
投
獄
さ
せ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
男
性
に
変
装
し
た
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ
が
そ
こ
で
彼
を
見
つ
け
る
が
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
、
と
聞

き
、
気
絶
す
る
。
悲
し
む
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
故
郷
の
妻
マ
テ
ィ
ル
デ（

（（
（

を
偲
ん
で
い
る
が
、
息
を
吹
き
返
し
た
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ
の
愛
の
告

白
に
驚
愕
す
る
。
牢
番
を
買
収
し
よ
う
と
す
る
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ
の
計
画
は
失
敗
、
宰
グ
ロ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ジ
ー
ル
相
は
、
ザ
ー
デ
を
助
命
し
て
く
だ
さ
い
、
と

の
娘
と
そ
の
女
奴
隷
の
嘆
願
を
聞
き
入
れ
な
い
。
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ
は
迅
速
な
行
動
を
取
ろ
う
、
と
考
え
、
牢
番
の
監
視
の
裏
を
か
く
こ
と

に
成
功
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
と
も
に
変
装
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
逃
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
人
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
奥
方
が
夫
を
悼

ん
で
巡
礼
に
身
を
窶や
つ

し
て
い
る
の
に
出
逢
う
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
こ
れ
を
男
性
の
隠
者
だ
と
思
い
、
大
罪
を
犯
し
た
、
と
懺
悔
す
る
。

マ
テ
ィ
ル
デ
は
す
ぐ
に
相
手
が
夫
で
あ
る
と
分
か
り
、
女
性
の
連
れ
は
何
者
な
の
か
、
と
詮
議
す
る
。
彼
女
は
真
実
を
聞
か
さ
れ
て
最
初

は
激
怒
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
気
持
ち
を
和
ま
せ
、
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ
を
抱
き
締
め
る
。「
彼
は
あ
な
た
の
も
の
よ
、
そ
う
、
私
の
も
の
で
、

同
時
に
あ
な
た
の
も
の
よ（

（（
（

」
と
言
っ
て
。

　

トス

ル

タ

ン

ル
コ
皇
帝
は
最
初
の
登
場
以
外
、
筋
の
進
行
に
何
一
つ
関
わ
ら
な
い
。
一
方
女
奴
隷
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ
は
大
活
躍
。
し
か
し
、
な
ぜ
彼

女
が
伯
爵
を
熱
愛
す
る
の
か
。
ズ
リ
ー
マ
こ
そ
宰
グ
ロ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ジ
ー
ル
相
の
息
女
で
、
こ
れ
が
伯
爵
の
恋
人
の
は
ず
。
は
て
さ
て
、
こ
ち
ら
は
ど
う
な

っ
た
。
伯
爵
夫
人
マ
テ
ィ
ル
デ
が
巡
礼
の
扮
装
を
し
、
戻
っ
て
来
た
夫
に
、
懺
悔
を
果
た
す
に
相
応
し
い
隠
者
だ
、
と
誤
解
さ
れ
る
に
至

る
ま
で
に
は
一
体
ど
う
い
う
顛て
ん
ま
つ末
が
あ
っ
た
の
か
。
も
し
か
し
て
マ
テ
ィ
ル
デ
は
エ
ル
サ
レ
ム
な
る
聖
墓
へ
参
拝
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
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か
。
そ
も
そ
も
伯
爵
は
奴
隷
の
叛
乱
に
際
し
て
、
な
ぜ
敵
側
の
味
方
を
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
説
明
が
無
い
。

　
　
　
〔
五
〕

　

次
に
紹
介
す
る
譚バ
ラ
ー
デ詩
は
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
を
書
く
に
当
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
。

　

シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク（

（（
（

＝
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
の
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
譚バ
ラ
ー
デ詩
』（

（（
（

が
そ
れ
。
こ
れ

は
一
七
八
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
諧
謔
味
溢
れ
る
筋
立
て
は
ゲ
ー
テ
の
『
シ
ュ
テ
ラ
』
の
深
刻
さ
と
は
無
縁
な
の
で
、
も
し
か
す

る
と
後
者
が
発
表
さ
れ
た
一
七
七
六
年
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

  

ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
大
嫌
い
な
手
合
い
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
疾シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ

風
怒
涛
運
動
の
闘
士
ハ
ー
ン
の
噴
飯
物
の
熱
狂
的
芝
居
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
た
静せ
い
ひ
つ謐
な
小
品
で
あ
る
点
、『
シ
ュ
テ
ラ
』
と
没
交
渉
な
点
、
詩
句
が
晴
朗
に
し
て
素
朴
な
点
、
等
等
が
大
い
に
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
琴

線
に
触
れ
、
た
め
に
彼
が
こ
れ
を
素
材
に
い
つ
か
一
編
の
物
語
を
書
き
上
げ
た
い
、
と
胸
中
鬱う
つ
ぼ
つ勃
と
な
っ
た
。
─
─
こ
う
想
像
し
て
み
た

い
。

　

そ
の
語
り
出
し
は
こ
ん
な
具
合
。

　

こ
の
日
我わ
れ

、
聖
な
る
竪ハ
ー
プ琴
を
手
よ
り
措
き
、

　

鳴
り
響
く
弦
を
張
り
た
る
は
、

　

唄
と
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
の
七リ

ラ
弦
琴
な
り
き
。
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唄
を
歌
い
、
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
を
語
る
に
は
小
型
の
七リ

ラ
弦
琴
が
伴
奏
楽
器
と
し
て
相
応
し
い
。
こ
の
さ
り
げ
な
さ
、
軽
や
か
さ
、
そ
し
て

「
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
」
と
い
う
言
葉
は
、（
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
読
ん
だ
、
と
す
れ
ば
だ
が
）
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
心
と
目
を
充
分
に
惹
き
付
け
た
で
あ
ろ
う
。

　

い
か
に
も
譚バ
ラ
ー
デ詩
ら
し
く
物
語
は
十
字
軍
へ
の
参
加
を
促
す
教
皇
の
呼
び
掛
け
か
ら
始
ま
る
。
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
は
こ
れ
に
従
い
、
奥

方
に
別
れ
を
告
げ
て
、
戦
の
庭
に
赴
く
。

　

同
勢
果
敢
に
聖
墓
を
得
ん
と
、

　

割か
つ
れ
い礼
の（

（（
（

子
ら
を
夥
し
く
鞍
の
上
よ
り
撃
ち
落
と
し
、

　

ヨ
ル
ダ
ン（

（（
（

の
流
れ
を
屍
し
か
ば
ね

で
蔽
い
ぬ
。

　

し
か
し
伯
爵
は
敵
軍
に
捕
わ
れ
、
教カ
リ
フ主
の（

（（
（

御
前
に
連
行
さ
れ
る
。
教カ
リ
フ主
は
彼
に
、
石
竹（

（（
（

と
百
合（

（（
（

の
世
話
を
す
る
よ
う
命
じ
る
。
庭
園
で

働
く
彼
は
、
そ
こ
で
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
セ
リ
ー
ナ（

（（
（

と
知
り
合
い
、
彼
女
の
典
雅
な
美
し
さ
に
魅
惑
さ
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
故
郷
に
残
し

た
妻
を
偲
び
、
恋
心
な
ど
起
こ
さ
な
い
で
い
る
。
け
れ
ど
も
セ
リ
ー
ナ
の
方
は
再
三
庭
園
で
伯
爵
を
捜
し
出
す
。

　

し
か
ら
ば
、
と
い
う
次
第
で
、〔
ち
と
怪
し
か
ら
ぬ
仕
儀
と
存
ず
る
が
〕、
こ
ち
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
大
義
名
分
に
拠
っ
て
立
つ
。

　

し
か
し
て
騎
士
は
、
姫
君
に
聖
な
る
真
理
を
教
え
む
、
と
、

　

貴
き
決
意
を
固
め
た
り
。

　

甘
き
言
葉
や
目
配
せ
や
、
は
た
接く
ち
づ
け吻
を
便
り
に
て
。



「メレクザーラ」解題　鈴木滿

103

　

姫
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
る
の
に
成
功
す
る
と
、
今
度
は
逃
亡
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
除
去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
障
害
は
た
だ
一
つ
。

　

さ
て
も
思
案
は
外ほ
か

な
ら
ず
。
騎
士
と
連
れ
立
ち
こ
の
愛
ら
し
き
子
が
、

　

処お
と
め女
の
ま
ま
に
て
逃
げ
ら
れ
よ
う
か
。

　

そ
こ
で
伯
爵
は
姫
君
と
結
婚
、
追
っ
手
か
ら
逃
れ
て
無
事
故
国
に
到
着
す
る
。
奥
方
は
、
愛
す
る
夫
が
異
国
で
戦
没
し
た
、
と
思
い
、

喪
服
を
纏
っ
て
い
る
。
全
て
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
彼
女
は
、
夫
を
救
い
出
し
て
く
れ
た
女
性
に
向
か
っ
て
、
い
み
じ
く
も
こ
う
語
る
。

　

さ
あ
、
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
殿
。
ど
う
ぞ
さ
ら
り
と
打
ち
解
け
て
。

　

こ
れ
か
ら
我
ら
三
人
で
永と
こ
し
え久
に
愛
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

臥ふ
し
ど所
も
墓
も
も
ろ
と
も
と
し
て
。

　
　

　

こ
の
あ
と
に
続
く
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
時
期
に
は
作
者
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
が
カ
ト
リ
ッ

ク
教
へ
の
改
信
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
で
分
か
る（

（（
（

。
僧
侶
た
ち
は
か
ん
か
ん
。「
こ
れ
で
は
世
俗
の
者
ど
も
は
、
我

ら
に
堂
堂
胸
張
っ
て
、
二
人
妻
を
ば
持
つ
で
あ
ろ
」
と
。
彼
ら
は
司
教
に
訴
え
る
。
司
教
は
好
機
到
来
と
ば
か
り
、
伯
爵
の
贖
罪
の
証あ
か
し

と
し
て
そ
の
財
産
を
要
求
す
る
。
し
か
し
教
皇
は
こ
の
結
婚
に
祝
福
を
与
え
、
三
人
は
幸
せ
な
生
涯
を
送
る
。
教
皇
の
特
別
認
可
を
結
婚

の
事
後
に
し
た
の
は
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
の
細
工
で
あ
る
。
こ
の
改
変
に
よ
り
お
そ
ら
く
僧
侶
た
ち
へ
の
攻
撃
が
よ
り
効
果
的
に
な
っ
た
。
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さ
て
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
年と
し
ご
と毎
二
人
子
を
授
か
り
ぬ
。

　

や
が
て
齢よ
わ
い

が
伯
爵
の
頭つ
む
り

を
銀し
ら
が髪
で
覆
う
ま
で
。

　

そ
し
て
夫
が
身み

罷ま
か

れ
ば
、

　

ほ
ど
な
く
妻
ら
も
跡
を
追
う
。

　

か
く
し
て
夫
は
臥
所
の
裡う
ち

で
二
人
と
共
寐
を
せ
し
ご
と
く
、

　

墓
で
も
二
人
の
許
に
憩
う
。

　

更
に
『
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
兄
弟
全
集
』
の
編
纂
者
は
こ
う
注
記
し
て
い
る
由（

（（
（

。

　
「
こ
の
詩
情
豊
か
な
お
伽
話
は
歴
史
的
な
物
語
と
さ
し
て
隔
た
っ
て
は
い
な
い
。
現
在
な
お
墳
墓
に
刻
ま
れ
て
い
る
墓
碑
銘
さ
え
結
び

の
節
と
文
字
通
り
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　

二
人
妻
は
我
を
夫
と
し
て
愛
し
、
互
い
を
姉
妹
と
愛
し
た
り
。

　

一
人
は
我
に
従
い
て
、
イア

ル

コ

ー

ラ

ン

ス
ラ
ム
教
典
を（

（（
（

棄
て
た
り
き
。

　

一
人
は
ま
た
さ
れ
ば
と
て
我
を
捨
て
む
と
な
さ
ざ
り
き
。

　

一
つ
臥
所
が
こ
の
我
ら
三み
た
り人
を
容
れ
し
あ
の
日
日
の
ご
と
、

　

一
つ
奥お
く

津つ

城き

に
こ
の
我
ら
三
人
を
抱
か
し
め
む
こ
と
を
。」
と
。
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た
だ
し
、
墓
碑
銘
の
作
者
が
何な
ん
ぴ
と人
で
、
こ
の
墓
が
い
ず
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
な
。

　
　
　
〔
六
〕

　

そ
し
て
こ
れ
が
発
表
さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
イ
ル
ム（

（（
（

河
畔
の
彼
の
園あ
ず
ま
や亭

で
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
の
執
筆
に
い
そ
し
ん
だ
。
十
四
話
を
集
め
た
こ
の
物
語
集
は
、
一
七
八
二
─
八
六
年
、
五
分
冊
の
形
を
取
っ
て

ゴ
ー
タ（

（（
（

で
出
版
さ
れ
た
。「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
は
そ
の
第
五
分
冊
に
「
宝
探
し
」「
誘か
ど
わ
か
し拐
─
─
あ
る
逸
話
」
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

解
題
注

（
1
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ッ
ト
ン
・
ド
・
ト
ゥ
ル
ヌ
フ
ォ
ー
ル
〔
一
六
五
八
─
一
七
〇
八
〕
の
『
王
命
に
よ
り
行
わ
れ
た
近レ
ヴ
ァ
ン
ト東
旅
行
見
聞
録
』　Joseph Pitton de 

T
ournefort : R

elation d
’un voyage du Levant, fait par ordre du R

oy. 1717.

（
2
）
民フ
ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本　

複
数
形
「
フ
ォ
ル
ク
ス
ビ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
」V

olksbücher.　

大
抵
は
書
肆
を
通
じ
て
売
り
捌さ
ば

か
れ
る
の
で
は
な
く
、
見メ

ッ

セ
本
市
や
歳ヤ
ー
ル
マ
ル
ク
ト

の
市
で
行
商
人
の
手

に
よ
っ
て
頒
布
さ
れ
、
下
層
の
民
衆
の
娯
楽
に
供
さ
れ
た
安
い
本
。
こ
れ
ら
の
本
の
多
く
は
中
世
後
期
あ
た
り
が
起
源
で
、
十
五
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た

り
、
翻
案
さ
れ
た
り
し
た
騎
士
物
語
や
メ
ル
ジ
ー
ネ
伝
説
の
散
文
版
で
あ
る
。『
角つ
の

あ
る
ザ
イ
フ
リ
ー
ト
』〔「
沈
黙
の
恋
」
訳
注
参
照
〕、『
エ
ル
ン
ス
ト
公
』
な
ど
の
民

衆
本
は
、
ド
イ
ツ
の
英
雄
伝
説
や
吟
遊
詩
人
の
詩
歌
の
た
ぐ
い
が
そ
の
材
料
。
フ
ラ
ン
ス
の
伝ロ

マ

ン

ス

奇
文
学
は
、『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
と
そ
の
息
子
た
ち
』（
既
知
の
最
古
の

版
は
一
五
〇
九
）、『
皇
帝
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
』（
一
五
二
五
）、『
ハ
イ
モ
ン
の
四
人
の
子
ど
も
た
ち
』（
一
五
三
五
）、『
麗
し
の
マ
ゲ
ロ
ー
ネ
』
と
な
っ
た
。
純
粋
に
ド

イ
ツ
種
の
民
衆
本
と
し
て
は
、『
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
』『
シ
ル
ダ
の
市
民
た
ち
』（
こ
れ
は
愚
か
者
を
か
ら
か
っ
た
笑
い
話
）
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。『
フ
ァ
ル
ツ
伯
爵
夫
人
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
』
を
女
主
人
公
と
し
た
も
の
は
最
も
新
し
い
民
衆
本
か
も
知
れ
な
い
。
十
七
世
紀
に
な
る
と
民
衆
本
は
度
重
な

る
改
変
・
歪
曲
を
蒙
り
、
有
識
者
層
か
ら
は
軽
視
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
不
朽
の
文
学
的
内
容
を
再
認
識
し
た
の
は
ロ
マ
ン
派
の
作
家
た
ち
で
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
レ
ス

Joseph Görres

（
一
七
七
六
─
一
八
四
八
）
は
そ
の
著
作
『
ド
イ
ツ
の
民
衆
本
』D

ie teutschen V
olksbücher 

（
一
八
〇
七
）
で
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ
ー
ク

Ludw
ig T

ieck

（
一
七
七
三
─
一
八
五
三
）
は
「
麗
し
の
マ
ゲ
ロ
ー
ネ
」
を
再
話
し
、「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
」「
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
」
お
よ
び
「
皇
帝
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア

ヌ
ス
」
を
戯
曲
化
し
て
、
と
り
わ
け
ま
た
グ
ス
タ
ー
フ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プGustav Schw

ab
（
一
七
九
二
─
一
八
五
〇
）
は
そ
の
理
解
に
満
ち
た
『
ド
イ
ツ
民
衆
本
』

D
eutsche V

olksbücher

（
一
八
三
六
）
の
編
纂
で
、
民
衆
本
の
価
値
を
広
く
世
間
一
般
に
承
認
さ
せ
た
。
ドゲ
ル
マ
ニ
ス
ト

イ
ツ
学
者
で
も
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
ジ
ム
ロ
ッ
クK

arl 
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rock

（
一
八
〇
二
─
七
六
）
も
、
古
い
版
に
基
づ
く
『
ド
イ
ツ
民
衆
本
集
成
』Sam

m
lung deutscher V

olksbücher 

（
一
八
四
五
─
六
七
。
十
三
巻
）
に
よ
り
、

こ
の
分
野
で
多
大
の
功
績
が
あ
る
。

（
3
）
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
の
伝
説
』（
一
八
一
六
／
一
八
。
二
巻
）
五
八
一
番
「
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
」　N

r.581. D
er Graf von Gleichen. > Brüder Grim

m
: 

D
eutsche Sagen. 1816/18. 20Bde.

（
4
）
五
八
一
番
「
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
」
の
訳　

こ
れ
は
論
者
の
訳
だ
が
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
・
桜
沢
正
勝
／
鍛
冶
哲
郎
訳
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
上
下
。
人
文
書
院
、

一
九
八
七
）
に
、
五
八
一
番
「
グ
ラ
イ
ヘ
ン
の
伯
爵
」（
下
巻
三
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
先
行
の
邦
訳
が
あ
る
。

（
5
）
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
の
物
語
』　Sagittarius: G

leichische H
istorie.　

カ
ス
パ
ー
ル
・
ザ
ギ
タ
ー
ル
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
物
語
』K

aspar 
Sagittar: H

istoria der G
rafschaft G

leichen. Frankfurt. a. M
. 1732. 

の
こ
と
。
以
下
メ
リ
サ
ン
テ
ス
ま
で
こ
の
伝
説
の
出
典
を
記
し
た
グ
リ
ム
兄
弟
の
メ
モ
。

（
6
）
パ
ウ
リ
・
ヨ
ヴ
ィ
イ
（
ゲ
ッ
ツ
ェ
）『
し
ゅ
ゔ
ぁ
る
つ
ぶ
る
く
年
代
記
』　Pauli Jovii(Götze): Chronicon Schw

arzburg.  Pauli Jovii ( = Paul Götze): 
Chronicon Schw

arzburgicum
. 1753. 

（
7
）
テ
ン
ツ
ェ
ル
『
月
例
報
告
』  T

enzel: M
onatliche U

nterr. 　

W
ilhelm

 Ernst T
entzel: Curieuse bibliothec oder fortsetzung der M

onatlichen 
U

nterredungen einiger guten freunde. 1704-06. 

グ
リ
ム
兄
弟
は T

enzel 

と
誤
記
し
て
い
る
。

（
8
）
メ
リ
サ
ン
テ
ス
『
山
城
』M

elissantes: Bergschlösser.　

M
elissantes ( = Johann Gottfried Gregorius): D

ie curieuse O
rographia, oder A

kkurate 
Beschreibung derer berühm

testen Berge in E
uropa, A

sia, A
frica und A

m
erika. 1714. 

（
9
）
王
ス
ル
タ
ン　

王マ
リ
ク

と
と
も
に
、
教カ
リ
フ主
の
宗
教
的
至
上
権
を
認
め
、
そ
の
見
返
り
に
イ
ス
ラ
ム
教
圏
の
あ
る
地
域
の
政
治
的
権
力
を
確
立
し
た
主
権
者
。
た
だ
し
後
代
オ
ス
マ

ン
・
ト
ル
コ
皇
帝
は
ス
ル
タ
ン
を
名
乗
り
、
か
つ
教カ
リ
フ主
（
後
掲
注
参
照
）
を
自
任
し
た
。

（
10
）
ト
ン
ナ
城　

T
onna.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
村
グ
レ
ー
フ
ェ
ン
ト
ン
ナ
（
ゴ
ー
タ
の
北
方
）
に
あ
る
二
つ
の
城
の
一
方
（
も
う
片
方
は
ケ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
城
）。
こ
の

村
は
八
四
五
年
に
ト
ゥ
ナ
ハ
の
名
で
文
書
に
登
場
。
グ
レ
ー
フ
ェ
ン
ト
ン
ナ
と
な
っ
た
の
は
一
二
九
〇
年
。
一
〇
八
九
年
ト
ン
ナ
伯
爵
領
と
な
る
。
こ
の
伯
爵
家
の
分
家

が
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
で
あ
る
。

（
11
）
ト
ル
コ　

ト
ル
コ
族
の
首
長
オ
ス
マ
ン
一
世
（
一
二
五
九
─
一
三
二
六
）
が
ト
ル
コ
に
オ
ス
マ
ン
朝
を
創
設
し
て
初
代
君
主
（
治
世
一
二
九
九
─
一
三
二
四
）
と
な
っ

た
の
は
こ
の
伝
説
に
明
記
さ
れ
て
い
る
年
よ
り
七
〇
年
以
上
後
代
な
の
で
、
ト
ル
コ
う
ん
ぬ
ん
は
時
代
錯
誤
。
し
か
し
、
十
五
世
紀
半
ば
～
十
七
世
紀
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
は
、
ト
ル
コ
帝
国
の
勃
興
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
侵
攻
を
大
い
に
恐
れ
て
い
た
の
で
、
伝
説
口
承
の
過
程
に
お
け
る
サ
ラ
セ
ン
人
（
ア
ラ
ビ
ア
人
）
と
ト
ル
コ
人
の
取

り
違
え
は
理
解
し
得
る
。

（
12
）
キ
ル
ヒ
ベ
ル
ク　

K
irchberg.　

ザ
ク
セ
ン
の
町
。
ツ
ヴ
ィ
カ
ウ
の
近
く
。

（
13
）
フ
ァ
レ
ン
ロ
ー
デ　

Farrenrode.　

未
詳
。
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（
14
）
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
著
す
『
ノ
ル
ド
ガ
ウ
ィ
エ
ン
ス
＊
＊
年
代
記
』
に
版
画
が
見
ら
れ
る　

gestochen in Frankensteins A
nnal. nordgaviens.　

英
語
訳 

(Edited and translated by D
onald W

ard: T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. 2vols. A
 Publication of the Institute for the Study of 

H
um

an Issues. Philadelphia,1981.) 

で
も
こ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
グ
リ
ム
の
注
記
に
あ
る nordgaviens. 

の
最
後
の
終
止
符
は
略
語
の
印
で
あ
ろ
う
か
ら
、

訳
語
で
は
「
＊
＊
」
を
附
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
で
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
「
こ
の
墓
碑
の
銅
版
画
は
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
著
す
『
ノ
ル
ド
ガ
ウ
ィ
エ
ン
ス
ィ
ブ

ス
選
集
』
に
見
ら
れ
る
」Ein K

upferstich von diesem
 Leichenstein, befindet sich in von Falkensteins analectis nordgaviensibus 

と
明
記
し
て
い
る
。

「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
訳
注
「
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
お
よ
び
「『
ノ
ル
ド
ガ
ウ
ィ
エ
ン
ス
ィ
ブ
ス
選
集
』
を
も
参
照
の
こ
と
。
グ
リ
ム
が
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
原

注
を
引
き
写
し
、
し
か
も
そ
の
際
二
重
に
誤
記
し
た
、
と
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
伝
説
が
記
さ
れ
る
の
は
「
選
集
」
よ
り
も
「
年
代
記
」
の
方
が
相
応
し

い
、
と
は
思
う
が
。

（
15
）
解
説  

以
下
の
記
事
は
資
料
面
に
お
い
て
、
未
公
刊
な
が
ら
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ザ
ウ
ア
ー
の
博
士
号
請
求
論
文
「
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の

伝
説
」（
一
九
一
一
）Eberhard Sauer: Inaugural-D

essertation der Philosophischen Fakultät der K
aiser-W

ilhelm
s-U

niversität in Straßburg: D
ie 

Sage vom
 G

rafen von G
leichen in der deutschen Literatur. Straßburg 1911. 

に
全
面
的
に
依
拠
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
断
り
し
て
お
く
。
も
と
よ
り
こ
の
論

文
に
は
出
典
そ
の
他
が
き
ち
ん
と
脚
注
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
解
題
に
お
い
て
は
か
な
り
省
略
し
た
。

（
16
）『
ジ
リ
ヨ
ン
・
ド
・
ト
ラ
ゼ
ニ
』　Gillion de T

razegnies.  

極
め
て
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
文
献
学
者
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
（
一
八
三
九
─
一
九
〇
三
）
著
『
中
世
の

詩
歌
』（
一
八
八
五
。
二
巻
）Gaston Paris: La poésie du m

oyen-âge 

お
よ
び
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
バ
ヨ
の
論
文
「
ジ
リ
ヨ
ン
・
ド
・
ト
ラ
ゼ
ニ
の
物
語
」A

lphons 
Bayot: Le rom

an de G
illion de T

razegnies. 
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
由
。

（
17
）
グ
ラ
シ
エ
ン
ヌ　

Gracienne.　

ア
ラ
ビ
ア
風
名
称
に
し
よ
う
、
と
の
努
力
は
払
わ
れ
て
い
な
い
。

（
18
）
マ
リ　

M
arie.

（
19
）
ル
・
エ
ー
ノ
ー
の
橄オ
リ
ー
フ
ェ欖
修
道
院　

K
loster O

live im
 H

ennegau.　

ル
・
エ
ー
ノ
ー
は
一
部
は
ベ
ル
ギ
ー
、
一
部
は
フ
ラ
ン
ス
に
ま
た
が
る
地
方
。
フ
ラ
マ
ン
語
で

は
ヘ
ネ
ガ
ウH
enegouw

 

。
昔
は
伯
爵
領
だ
っ
た
。

（
20
）
メ
ラ
ッ
サ　

M
elassa.　

ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
と
い
う
名
を
姫
に
与
え
た
の
は
、
こ
れ
と
い
く
ら
か
関
係
が
あ
る
か
。

（
21
）
ボ
ヘ
ム
ン
ト　

Bohem
und.　

ノ
ル
マ
ン
人
で
出
自
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
小
貴
族
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
プ
リ
ア
地
方
の
支
配
者
に
ま
で
の
し
上
が
っ

た
ロ
ベ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
ギ
ス
カ
ー
ル
（
奸か
ん
け
つ譎
公
）
と
綽
名
さ
れ
た
梟き
ょ
う

雄ゆ
う

ロ
ベ
ー
ル
・
ギ
ス
カ
ー
ルRobert Guiscard

の
長
子
に
こ
の
名
の
戦
士
が
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
風
に
ボ
ー
モ
ンBoem

und

の
方
が
よ
り
一
般
。
一
〇
六
五
頃
─
一
一
一
一
年
。
彼
は
父
の
後
妻
の
策
略
で
父
の
地
位
を
襲
う
こ
と
が
で
き
ず
、
イ
タ
リ
ア
半
島
南
端

の
港
町
タ
レ
ン
ト
の
領
主
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
第
一
回
十
字
軍
に
参
加
、
一
方
の
旗
頭
と
な
り
、
シ
リ
ア
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
を
占
有
す
る
に
至
っ
た
。
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（
22
）
ヘ
ッ
セ
ン
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
寛
容
方
伯　

Philipp der Großm
ütige, Landgraf von H

essen.　

ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
（
一
五
〇
四
─
六
七
）。

一
五
二
六
年
ヘ
ッ
セ
ン
に
新
教
を
導
入
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
を
創
建
し
た
の
も
こ
の
人
。
彼
は
ル
タ
ー
と
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
同
意
を
得
て
、
一
五
二
三
年
に
結
婚
し
た

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
（
一
五
四
九
没
）
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
五
四
〇
年
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
ル
（
一
五
六
六
没
）
と
も

結
婚
し
た
。

（
23
）
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
ル　

M
argarethe von der Saal.　

前
掲
注
以
外
は
未
詳
。　

（
24
）
ル
タ
ー　

Luther.　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ーM

artin Luther

（
一
四
八
三
─
一
五
四
六
）。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
創
始
者
。
エ
ア
フ
ル
ト
大
学
で
哲
学
を

学
ぶ
。
修
士
号
を
得
て
か
ら
父
の
希
望
で
法
学
研
究
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
あ
る
時
戸
外
で
激
し
い
雷
雨
に
襲
わ
れ
、
落
雷
と
い
う
畏
怖
す
べ
き
体
験
に
遭
い
、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
の
修
道
院
に
入
る
。
一
五
一
〇
年
ロ
ー
マ
を
訪
れ
、
帰
国
後
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
の
神
学
教
授
と
な
る
。
一
五
一
七
年
学
問
的
論
難
を
目
的
と
し
て
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
城
付
き
教
会
の
扉
に
い
わ
ゆ
る
「
九
十
五
箇
条
の
意
見
書
」
を
貼
り
出
し
た
。
さ
し
あ
た
っ
て
ル
タ
ー
自
身
に
そ
の
意
図
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

こ
れ
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
誘
因
と
な
っ
た
。

（
25
）
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン　

M
elanchton.　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ンPhilipp M

elanchton 

（
一
四
九
七
─
一
五
六
〇
）。M

elanchton 

は
元
来
の
姓
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

エ
ー
ル
トSchw

arzerd 

（
黒
土
）
を
ギ
リ
シ
ア
風
に
変
え
た
も
の
。
宗
教
改
革
者
。
神
学
者
。
教
育
家
。
語
学
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
若
く
し
て
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ

ア
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
を
習
得
。
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
学
ぶ
。
一
五
一
八
年
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
ギ
リ
シ
ア
語
教
授
と
な
る
。
一
五
一
九
年
以
降
は
神
学
の
授

業
も
担
当
。
ル
タ
ー
と
急
速
に
接
近
、
一
五
二
一
年
そ
の
影
響
下
で
最
初
の
宗
教
改
革
教
義
学
書
『
神
学
総
論
』Loci com

m
unes rerum

 theologicarum
 

を
著
し
た
。

ル
タ
ー
を
助
け
て
、
改
革
運
動
の
精
神
を
学
問
的
に
深
め
た
、
と
言
え
よ
う
。

（
26
）
ブ
ツ
ァ
ー　

Bucer.　

Butzer 

と
も
。
宗
教
改
革
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ツ
ァ
ー
（
一
四
九
一
─
一
五
五
一
）。
一
五
一
八
年
以
降
ル
タ
ー
を
支
持
。

（
27
）
ま
た
、
殿
下
が
…
…
教
皇
自
身
認
可
し
た
り
し
ぞ  Item

, w
ie w

ohl seine Fürstlichen Gnaden auf diese folgende nicht hoch geachtet, so hat der 
Papst selbst einen Grafen von Gleichen, w

elcher zum
 heiligen Grabe gew

esen und in Erfahrung kom
m

en

（
マ
マ
）, sein W

eib sollte todt sein, 
desw

egen er eine andere nahm
, zugelassen, daß er sie beide m

ocht behalten.

（
28
）
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
ヴ
ァ
ル
ダ
ウ
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
あ
る
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
女
性
と
の
恋
』　

Christian H
ofm

ann von H
ofm

anns-w
aldau: Liebe zw

ischen G
raf Ludw

ig von G
leichen und einer M

ahom
etanin.　

 

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
ヴ
ァ
ル
ダ
ウ

（
一
六
一
七
─
七
九
）
は
シ
レ
ジ
ア
の
指
導
的
法
律
家
に
し
て
文
人
。
シ
レ
ジ
ア
の
都
市
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
市
参
事
会
員
を
経
て
市
参
事
会
座
長
。
こ
う
し
た
非
の
打
ち
所

の
無
い
経
歴
と
は
裏
腹
に
、
巧
緻
な
技
巧
の
限
り
を
尽
く
し
た
官
能
的
享
楽
主
義
的
な
韻
文
を
著
し
た
。

（
29
）
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ　

Leipzig.　

こ
の
当
時
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
に
属
す
。
そ
の
首
邑
ド
レ
ー
ス
デ
ン
と
と
も
に
有
数
の
商
工
業
都
市
。
ス
ラ
ヴ
人
の
入
殖
地
と
し
て

の
起
源
は
一
〇
〇
〇
年
頃
に
ま
で
遡
る
。
ハ
レ
か
ら
シ
レ
ジ
ア
へ
、
後
に
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
通
過
貿
易
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
栄
え
、
既
に
十
四
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世
紀
ララ

イ

プ

ツ

ィ

ガ

ー

・

メ

ッ

セ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
見
本
市
は
名
が
高
か
っ
た
。

（
30
）
ブ
レ
ス
ラ
ウ　

Breslau.　

ス
ラ
ヴ
人
の
入
殖
地
と
し
て
の
起
源
は
一
〇
〇
〇
年
頃
に
ま
で
遡
る
。
オ
ー
ダ
ー
河
河
畔
の
シ
レ
ジ
ア
の
都
市
。
十
一
世
紀
に
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
国
領
。
や
が
て
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
に
属
し
、
こ
の
当
時
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
下
。
現
在
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
の
商
工
業
都
市
ウ
ロ
ツ
ワ
ー

フW
rocław

 

。

（
31
）
ル
・
ノ
ー
ブ
ル
氏
ム
ッ
シ
ュ
ウ　

M
. Le N

oble.　

未
詳
。

（
32
）『
ズ
リ
ー
マ
あ
る
い
は
純
愛
。
歴
史
小
説
』　Zulim

a ou l ’am
our pur. N

ouvelle H
istorique.　

 

一
六
九
五
年
、
パ
リ
で
の
出
版
。

（
33
）
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
公　

Prinz von W
estfalen.　

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
は
元
来
ザ
ク
セ
ン
公
国
の
西
部
地
域
の
意
。
バ
イ
エ
ル
ン
と
ザ
ク
セ
ン
を
支
配
し
て

い
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
（
一
一
二
九
─
九
五
）
が
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
赤デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髯
王
・
帝
〔
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
〕）
の
権
勢
の
前
に
敗
れ
て

一
一
八
〇
年
追
放
刑
を
受
け
た
時
、
独
立
の
公
国
と
な
っ
た
。
そ
の
公
権
は
ケ
ル
ン
の
大
司
教
が
掌
握
。
後
そ
の
大
部
分
は
ヘ
ッ
セ
ン
＝
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
方
伯
の
手

に
移
っ
た
。
十
九
世
紀
初
頭
短
期
間
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
傀か
い
ら
い儡
国
家
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
王
国
の
構
成
要
素
に
な
り
、
一
八
一
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
継
承
。

（
34
）
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト　

Eberhard.  
古
高
ド
イ
ツ
語
で
「
牡
猪ebur=Eber

＋
不
屈
のharti=hart

」
と
い
う
こ
の
名
は
い
か
に
も
ド
イ
ツ
の
戦
士
に
相
応
し
い
。

（
35
）
ノ
ラ
デ
ィ
ン　

N
oradin.  

十
二
世
紀
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
の
王マ
リ
ク

と
な
っ
た
ク
ル
ド
の
英
傑
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
・
デ
ィ
ー
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訛
サ
ラ
デ
ィ
ン
か
ら
思

い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
36
）
ヨ
ッ
パ　

Joppe.　

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
港
湾
都
市
ヤ
ッ
フ
ァJaffa

の
古
名
。

（
37
）
ム
ス
タ
フ
ァ　

M
ustapha.

（
38
）
エ
ヴ
ァ
リ
ス
ト　

Evariste.　

ド
イ
ツ
風
に
読
め
ば
エ
ヴ
ァ
リ
ス
テ
の
表
記
の
方
が
近
い
が
、
原
典
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
。

（
39
）
レ
オ
ノ
ー
レ　

Leonore.　

Ｅ
・
ザ
ウ
ア
ー
の
原
文
通
り
。
フ
ラ
ン
ス
風
な
ら
エ
レ
オ
ノ
ー
ルEleonore

と
な
ろ
う
。

（
40
）
フ
ェ
デ
ィ
メ　

Phedim
e.　

ア
ラ
ビ
ア
風
の
女
性
名
フ
ァ
テ
ィ
マ
の
訛
か
。

（
41
）
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク　

Schneeberg.　

ザ
ク
セ
ン
の
小
都
市
。

（
42
）
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
…
…
一
七
三
〇
年　

D
ie besonderen A

ventüren Ludw
igs, G

rafens von G
leichen, w

ie derselbe in einem
 K

reutz-
Zuge nach dem

 gelobten Lande unter die Sarazenen als ein G
efangener gerathen, durch eine Sarazenerin aus der G

efangenschaft errettet, und 
bey seiner ersten G

em
ahlin w

ieder zu T
eutschland ankom

m
en auch m

it beyden in E
hestand biss ans E

nde. In einer anm
utigen und lehrreichen 

G
eschichte beschrieben, von V

erlam
io. Schneeberg, bey Carl W

ilhelm
 Fulden 1730. 

  

著
者
を
「
ウ
ェ
ル
ラ
ミ
ウ
ス
」
と
し
た
の
は
論
者
の
考
え
。
右
の
原
題
に
は V

erlam
io 

と
あ
る
。

（
43
）
ハ
ン
ブ
ル
ク H

am
burg.　

エ
ル
ベ
河
下
流
の
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
。
一
五
一
〇
年
以
降
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
都
市
。
ド
イ
ツ
最
大
の
港
湾
都
市
。
ド
イ
ツ
有
数
の
大
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商
工
業
都
市
。
現
在
ド
イ
ツ
連
邦
州
の
一
つ
。

（
44
）
ブ
レ
ー
メ
ン　

Brem
en.　

ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
下
流
の
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
。
か
つ
て
の
歴
史
に
つ
い
て
は
「
沈
黙
の
恋
」
訳
注
に
詳
し
い
。
一
六
四
六
年
以
降
公
式
に
は

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
都
市
。
ド
イ
ツ
有
数
の
大
商
工
業
都
市
。
現
在
ブ
レ
ー
マ
ー
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
（
六
五
キ
ロ
離
れ
た
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
河
口
の
海
港
）
と
合
体
し
て
ド

イ
ツ
連
邦
州
の
一
つ
。

（
45
）
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
『
民ロ
マ
ン
ツ
ェ
ン

謡
調
譚
詩
』　Johann Friedrich Löw

en: R
om

anzen.　

レ
ー
ヴ
ェ
ン
（
一
七
二
七
─
七
一
）
は
北
ド
イ
ツ
で
活

躍
し
た
詩
人
。
一
七
六
七
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
国
民
劇
場
創
立
に
関
与
、
こ
こ
で
上
演
さ
れ
る
演
劇
の
選
定
に
当
た
っ
た
他
、
寸エ
ピ
グ
ラ
ム

鉄
詩
、
頌オ
ー
デ歌
、
歌リ
ー
ト曲
、
滑
稽
詩
、
物
語
、

教
訓
詩
、
脚
本
な
ど
を
書
い
た
。

（
46
）
十
字
軍
遠
征
の
最
中
…
…
釈
放
の
理
由　

D
ie w

ahrhafte G
eschichite des von den Sarazenen in den K

reuzzügen gefangenen und durch die T
ochter 

des Sultans befreiten G
raf Ludew

ig von G
leichen, sam

t den verliebten U
rsachen dieser Befreiung.

（
47
）
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ　

Johann W
olfgang von Goethe.　

こ
の
ド
イ
ツ
の
大
文
豪
（
一
七
四
九
─
一
八
三
二
）
の
事
績
に
つ
い
て
は
、

こ
と
さ
ら
注
を
施
す
必
要
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
一
七
三
五
年
生
ま
れ
の
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
十
四
歳
年
下
の
彼
に
対
し
て
、
そ
の
最
初
の
出
逢
い
か
ら
自
ら
の
没
年

（
一
七
八
七
）
に
至
る
ま
で
、
さ
し
て
良
い
印
象
を
持
た
ず
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
は
記
し
て
置
こ
う
。
二
十
代
半
ば
の
ゲ
ー
テ
が
一
七
七
五
年
十
一
月
、

若
い
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
（
一
七
五
七
─
一
八
二
八
）
の
友
人
と
し
て
、
ま
た
、
や
が
て
公
国
の
政
治
に
参
与
す
る
身
（
一
七
七
六
年
七

月
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
は
ゲ
ー
テ
を
枢
密
閣
議
の
一
員
に
任
命
）
と
し
て
こ
の
国
の
宮
廷
に
姿
を
現
し
た
時
、
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
初
め
て
宮
廷
に
出
入
り
し
て
か
ら
既
に

八
年
に
も
な
る
先
輩
格
で
、
し
か
も
四
十
歳
の
中
年
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
ゲ
ー
テ
は
、
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
（
一
六
八
一
─
一
八
七
〇
フ
ラ
ン
ス

領
）
で
兄
事
し
た
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
（
一
八
〇
二
以
降
）・
ヘ
ル
ダ
ー
（
一
七
四
四
─
一
八
〇
三
）
─
─
彼
も
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
総
教
区
監
督
兼
宮

廷
牧
師
に
就
任
す
る
─
─
ば
か
り
か
、
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
大
い
に
嫌
っ
て
い
た
疾シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ

風
怒
涛
運
動
の
熱
狂
的
推
進
者
で
あ
る
、
こ
れ
ま
た
若
手
の
戯
曲
家
ヤ
ー
コ
プ
・
ミ
ヒ

ャ
エ
ル
・
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
レ
ン
ツ
（
一
七
五
一
─
九
二
）
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
ク
リ
ン
ガ
ー
（
一
七
五
二
─
一
八
三
一
）
ま
で
引
き
連

れ
る
恰
好
で
、
颯
爽
と
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
。
善
意
の
人
、
と
言
わ
れ
る
ム
ゼ
ー
ウ
ス
で
は
あ
る
が
、
内
心
甚
だ
穏
や
か
で
な
か
っ
た
、
と
忖そ
ん
た
く度
し
て
も
無
理
は
あ
る

ま
い
。
な
る
ほ
ど
、
レ
ン
ツ
や
ク
リ
ン
ガ
ー
は
そ
の
矯
激
な
活
動
の
た
め
、
翌
七
六
年
早
く
も
ヴ
ァ
イ
マ
ル
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま
う
し
、
ゲ
ー
テ
は
、
小
邦
と
は
い
え

そ
の
経
営
の
一
端
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
厳
し
さ
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
内
面
的
に
静
か
に
後
の
古
典
主
義
へ
と
向
か
い
始
め
る
の
だ
が
。
ゲ
ー
テ
が
ヴ

ァ
イ
マ
ル
を
去
っ
て
イ
タ
リ
ア
へ
赴
く
の
は
漸
く
一
七
八
六
年
の
こ
と
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
帰
還
す
る
の
は
一
七
八
八
年
六
月
。
ム
ー
ゼ
ウ
ス
は
既
に
前
年
の
十
月
世
を
去

っ
て
い
る
。

（
48
）『
シ
ュ
テ
ラ
、
愛
す
る
人
た
ち
の
た
め
の
戯
曲
』　Stella, ein Schauspiel für Liebende.

（
49
）
市
民
悲
劇  bürgerliches T

rauerspiel .  

従
来
の
慣
習
を
破
り
、
王
侯
貴
族
の
代
わ
り
に
市
民
階
級
を
主
人
公
と
し
た
悲
劇
。
ゴ
ッ
ト
ホ
ル
ト
・
エ
フ
ラ
イ
ム
・
レ
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ッ
シ
ン
グ
（
一
七
二
九
─
八
一
）
の
『
ミ
ス
・
サ
ラ
・
サ
ン
プ
ソ
ン
』Gotthold Ephraim

 Lessing: M
iß Sarah Sam

pson 

（
一
七
五
五
）
を
先
駆
け
と
す
る
。
一

見
英
国
市
民
階
級
の
家
庭
を
舞
台
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な
く
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
意
識
で
あ
る
。
二
人
の
女
性
と
一
人
の
男

性
の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
点
、
こ
れ
は
ゲ
ー
テ
の
『
シ
ュ
テ
ラ
』
の
原
型
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
50
）
ま
ず
同
年
…
…
民フ
ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
が
新
た
に
出
版
さ
れ
た　

文
学
史
家
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
マ
リ
ー
ア
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ーRichard M

aria W
erner 

（
一
八
五
四
─
一
九
一
三
）
が

指
摘
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

（
51
）
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
ー
ン　

Ludw
ig Philipp H

ahn.　

疾シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ

風
怒
涛
運
動
時
代
の
戯
曲
家
（
一
七
四
六
─
一
八
一
四
）。『
ピ
サ
の
叛
乱
』D

er 
A

ufruhr zu Pisa
（
一
七
七
六
）、『
ア
ー
デ
ル
ス
ベ
ル
ク
伯
爵
カ
ー
ル
』G

raf K
arl von A

delsberg 

（
一
七
七
六
）、『
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
エ
ッ
ケ

ン
』R

obert von H
ohenecken

（
一
七
七
八
）
と
い
っ
た
一
連
の
極
め
て
熱
狂
的
な
戯
曲
の
た
め
に
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
、「
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
の
よ
う
だ
」
と
讃
嘆
さ

れ
た
。
ゲ
ー
テ
の
追
随
者
と
申
せ
よ
う
。『
ロ
ー
ベ
ル
ト
』
は
ゲ
ー
テ
の
『
ゲ
ッ
ツ
』
に
大
い
に
影
響
さ
れ
て
い
る
そ
う
な
。

（
52
）『
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』Siegfried　

Siegfried, ein Singeschauspiel. Straßburg 1779.　

版
元
不
明
。

（
53
） 

ザ
ー
デ　

Zade.　

 

ル
・
ノ
ー
ブ
ル
氏
ム
ッ
シ
ュ
ウ

の
小
説
で
も
伯
爵
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
の
奴
隷
名
は
こ
れ
だ
そ
う
な
。

（
54
）
宰
グ
ロ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ジ
ー
ル
相
　

Großw
esir.　

ヴ
ェ
ジ
ー
ル
は
元
来
ペ
ル
シ
ア
語
。「
補
佐
者
」
の
意
。
ト
ル
コ
帝
国
の
大
臣
。「
グ
ロ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ジ
ー
ル
」
は
「
大
い
な
る
大
臣
」

な
の
で
「
宰
相
」。

（
55
）
ズ
リ
ー
マ　

Zulim
a. 

こ
れ
は
勿
論
ル
・
ノ
ー
ブ
ル
氏
ム
ッ
シ
ュ
ウ

の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
り
、
女
主
人
公
で
あ
る
王
ス
ル
タ
ン

の
息
女
の
名
。
前
掲
の
ザ
ー
デ
お
よ
び
こ
の
ズ
リ

ー
マ
か
ら
、
ハ
ー
ン
が
こ
の
小
説
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

（
56
）
フ
ィ
ラ
イ
ー
デ　

Philaide.　

ア
ラ
ビ
ア
風
の
名
と
し
て
は
何
に
当
た
る
か
未
詳
。

（
57
）
マ
テ
ィ
ル
デ　

M
athilde.

（
58
）
彼
は
あ
な
た
の
も
の
よ
、
そ
う
、
私
の
も
の
で
、
同
時
に
あ
な
た
の
も
の
よ  D

ein sey er, D
ein, w

ie m
ein.

（
59
）
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク　

Stolberg.　

シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
は
ハ
ル
ツ
山
地
南
麓
に
あ
る
ザ
ク
セ
ン
の
か
つ
て
の
伯
爵
領
で
、
主
権
は
一
八
一
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に

移
っ
た
。
伯
爵
家
は
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
と
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
ロ
ー
ス
ラ
の
二
系
統
。
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
家

の
城
下
町
だ
っ
た
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
・
ア
ム
・
ハ
ル
ツ
は
海
抜
三
〇
〇
メ
ー
タ
ー
に
あ
る
保
養
地
で
、
現
在
人
口
一
四
〇
〇
。
今
も
な
お
美
し
い
木フ
ァ
ッ
ハ
ヴ
ェ
ル
ク
ハ
ウ
ス

骨
家
屋
が
多
く
、

十
三
世
紀
に
起
源
を
持
つ
城
館
が
あ
る
。

（
60
）
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
の
『
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
譚バ
ラ
ー
デ詩
』　Friedrich Leopold, Graf zu 

Stolberg=Stolberg: Ballade G
raf G

leichen.

　
　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
（
一
七
五
〇
─
一
八
一
九
）
は
兄
で
あ
る
同
じ
く
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
（
一
七
四
八
─
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一
八
二
一
）
と
と
も
に
ド
イ
ツ
の
小
領
邦
で
高
級
文
官
職
を
務
め
る
と
と
も
に
文
筆
に
親
し
ん
だ
。
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
学
び
、
文
学
結
社

「
林ハ
イ
ン苑
」（
後
の
「
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
林ハ
イ
ン苑
同ブ
ン
ト盟
」）
の
成
員
と
な
っ
た
。
二
人
な
が
ら
ゲ
ー
テ
や
ラ
ヴ
ァ
ー
タ
ー
と
も
親
交
を
結
ぶ
。
ゲ
ー
テ
と
は
ス
イ
ス
旅
行(

一
七
七
五)

に
同
行
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
は
抒
情
詩
に
も
優
れ
て
い
た
が
、
長
編
小
説
『
島
』Insel

（
一
七
八
八
）
や
紀
行
『
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ

ア
お
よ
び
シ
チ
リ
ア
旅
行
記
』E

ine R
eise durch D

eutschland, die Schw
eiz, Italien und Sizilien （

一
七
九
四
）
も
あ
る
。『
イ
リ
ア
ス
』
の
翻
訳
（
一
七
七
八
）

や
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
四
つ
の
悲
劇
の
翻
訳
（
一
八
〇
二
）
は
卓
越
し
た
業
績
で
あ
る
。
晩
年
の
最
も
重
要
な
仕
事
は
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
宗
教
の
歴
史
』D

ie 
G

eschichte der R
eligion Jesu Christi 

（
一
八
〇
六
─
一
八
。
十
五
巻
）。
彼
の
著
作
は
『
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
兄
弟
全
集
』G

esam
m

elte W
erke der 

Brüder Christian und Friedrich Leopold G
rafen zu Stolberg

（
一
八
二
〇
─
二
五
。
二
十
巻
）
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
一
八
〇
〇
年
家
族
と
も
ど
も
新
教

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
た
め
、
多
く
の
知
己
、
た
と
え
ば
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
同
窓
生
か
つ
「
林ハ
イ
ン苑
」
に
お
け
る
盟
友
で
、
彼
と
同
様
の
分
野
で
高
い
学
問

的
業
績
を
挙
げ
た
文
人
・
文
献
学
者
ヨ
ー
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ス
な
ど
に
非
常
に
悪
い
心
証
を
与
え
た
。
フ
ォ
ス
は
『
い
か
に
し
て
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ

ル
ク
は
隷
属
者
と
な
り
し
か
』W

ie w
ard Fritz Stolberg einU

nfreier 

（
一
八
一
九
）〔「
フ
リ
ッ
ツ
」
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
愛
称
な
い
し
蔑
称
だ
が
、
こ
の
場
合
フ
ォ

ス
は
も
と
よ
り
転
向
し
た
友
人
を
愛
惜
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
友
人
と
し
て
の
愛
称
〕
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
一
七
八
七
年
に
物
故
し
た
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
与

り
知
ら
ぬ
こ
と
。
と
に
か
く
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
＝
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
は
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
晩
年
時
既
に
、
若
手
な
が
ら
ド
イ
ツ
語

圏
で
か
な
り
の
文
名
が
あ
り
、
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
充
分
に
敬
意
を
払
う
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
好
意
を
感
じ
る
た
ぐ
い
の
人
士
で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の

生
涯
の
業
績
を
考
え
れ
ば
、
十
二
分
に
そ
れ
に
価
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。

（
61
）
割か
つ
れ
い礼　

男
子
の
場
合
陰
茎
の
包
皮
を
環
状
に
切
除
す
る
習
俗
。
古
来
エ
ジ
プ
ト
人
な
ど
諸
民
族
に
行
わ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
も
こ
れ
に
従
う
。
旧
約
聖
書
創
世
記
に
記
事

が
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
「
割
礼
の
子
ら
」
と
い
う
の
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
指
す
。

（
62
）
ヨ
ル
ダ
ン　

Jordan.　

シ
リ
ア
に
発
し
て
死
海
に
注
ぐ
河
。

（
63
）
教カ
リ
フ主　

K
alif.　

ア
ラ
ビ
ア
語
ハ
リ
ー
フ
ァ
（「
相
続
者
」「
代
理
者
」）
の
訛
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
後
継
者
を
指
す
。
政
教
一
致
の
イ
ス
ラ
ム
教
共
同
体
の
最
高
権

威
者
。
と
は
言
え
、
教カ
リ
フ主
自
ら
が
十
字
軍
と
対た
い

峙じ

し
た
事
実
は
な
い
。
ま
た
、
名
ば
か
り
に
な
っ
た
教カ
リ
フ主
制
度
も
、
一
二
五
八
年
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
教カ
リ
フ主
が
都
し
て
い
た
バ

ク
ダ
ー
ド
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
破
壊
さ
れ
る
と
と
も
に
終
焉
を
迎
え
た
。
後
エ
ジ
プ
ト
の
奴マ
ム
ル
ー
ク

隷
兵
朝
の
王
ス
ル
タ
ン

の
一
人
が
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
教カ
リ
フ主
の
後
裔
を
首
都
カ
イ
ロ
に
招
き
、

教カ
リ
フ主
と
し
て
擁
立
し
は
し
た
が
。

（
64
）
石
竹  N

elke.　

撫な
で
し
こ子
科
の
多
年
生
草
本
。
石
竹
は
中
国
原
産
。
別
名
唐か
ら

撫
子
。
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
。
五
月
紅
、
白
、
ま
た
は
雑
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
原
産
の
も
の
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
石
竹
科
の
多
年
生
草
本
。
高
さ
三
〇
─
九
〇
セ
ン
チ
。
夏
夏
紅
、
淡
紅
色
、
あ
る
い
は
白
の
芳
香
あ
る
花
を
咲
か
せ
る
。
別
名
オ

ラ
ン
ダ
石
竹
。

（
65
）
百
合　

Lilie.　

百
合
科
百
合
属
の
総
称
。
多
年
生
草
本
。
石
竹
と
と
も
に
何
か
寓
意
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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（
66
）
セ
リ
ー
ナ　

Selina.　

こ
れ
は
到
底
ア
ラ
ビ
ア
風
の
名
と
は
言
え
ま
い
。
セ
レ
ー
ネSelene

は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
月
の
女
神
。

（
67
）
ま
だ
こ
の
時
期
に
は
…
…
念
頭
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る　

前
掲
注
参
照
。

（
68
）
こ
う
注
記
し
て
い
る
由　

Ｅ
・
ザ
ウ
ア
ー
の
論
文
に
拠
る
。
前
掲
注
参
照
。

（
69
） 
イア

ル

コ

ー

ラ

ン

ス
ラ
ム
教
典　

A
lkoran.　

イ
ス
ラ
ム
教
の
基
本
的
聖
典
『
ク
ル
ア
ー
ン
』、
俗
称
『
コ
ー
ラ
ン
』
の
こ
と
。「
ア
ル
」
は
本
来
ア
ラ
ビ
ア
語
の
定
冠
詞
で
、
イ
ス
パ

ニ
ア
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
か
ら
借
入
さ
れ
た
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
名
詞
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

（
70
） 

イ
ル
ム　

Ilm
.　

ザ
ー
レ
河
の
左
の
支
流
。
延
長
一
二
〇
キ
ロ
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
森
ヴ
ァ
ル
ト

の
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
に
源
を
発
し
、
イ
ル
メ
ナ
ウ
で
森
ヴ
ァ
ル
ト

を
離
れ
、
温
泉
療

養
地
バ
ー
ト
・
ベ
ル
カ
と
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
傍
ら
を
流
れ
過
ぎ
、
グ
ロ
ー
ス
ヘ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
ザ
ー
レ
河
に
合
流
す
る
。

（
71
）
ゴ
ー
タ　

Gotha.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
都
市
。
一
八
二
五
年
ま
で
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
公
国
、
一
八
二
六
年
コ
ー
ブ
ル
ク
と
統
合
さ
れ
、
ザ
ク
セ
ン
＝
コ
ー
ブ
ル
ク

＝
ゴ
ー
タ
公
国
と
な
っ
た
ザ
ク
セ
ン
諸
公
国
の
一
つ
の
首
邑
。
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
住
ま
う
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
国
の
首
邑
ヴ
ァ
イ
マ
ル
と
は
直
線
で
四
〇
数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い

な
い
。


